
報告事項２ （資料４）

令和４年度（第43期）事業計画および収支予算の報告

　定款第54条の規定に基づき作成した令和４年度（第43期）の事業

計画書および収支予算書について、それぞれ別紙６、別紙７のとおり

報告いたします。
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（別紙６） 

令和４年３月１８日 

 

一般社団法人 エネルギー・資源学会 

令和４年度 事業計画書 

（自 令和4年4月1日 至 令和5年3月31日） 

 

１．はじめに 

新型コロナウィルスへの対応も３年目に入り、社会活動も受身的な対応から

前向きな対応に進んでいくものと予想される。コロナ禍で定着してきたIT技術

も活用し、会員相互の密度の高い交流の場を復活させるよう努めると共に、ウ

ェブサイト等を通じて情報発信を積極的に行い、開かれた、親しみやすい学会

運営をすすめ、会員数の維持・増加等につながる施策の展開をはかる。また、

会員・職員の高齢化が進んでいくことから、行事や業務のスクラップ＆ビルド

を進め、学会の若々しい体質の維持に努める。 

 

２．企画関係事業計画 

(1) 研究発表会 

学会員の研究成果を発表する場として、第41回エネルギー・資源学会研究発

表会（以下、研究発表会という）を8月8日・9日に２日間の日程で開催する。 

(2) エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス 

研究成果発表の場として関連団体との共催で第39回エネルギーシステム・経

済・環境コンファレンス（以下、コンファレンスという）を1月24に日・25日の

２日間の日程で開催する。 

(3) 特別講演会 

研究発表会・コンファレンス開催に合わせて、特別講演会を都合2回、開催す

る。 

(4) 研究プロジェクト 

研究プロジェクト「エネルギーのカーボンニュートラル化に関する調査研究」

（旧名称「エネルギーの脱炭素化に関する調査研究」）の第二期（前半）の調査・

研究を行う。 

(5) 懇話会 

エネルギー・資源・環境・経済等をキーワードとした喫緊のテーマについて、

各界から第一人者である話題提供者を招聘し、参加者と自由闊達に意見交換す

る懇話会を年６回、開催する。会終了後には、話題提供者を交えた交流会を行う。 

(6) 研究部会・ワークショップ 

多様なバックグラウンドを持つ若手参加者を中心に、研究テーマを設定し基

本的な議論・ディベートやチームビルディング過程を体験しながら意見交換や
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技術交流を行う場として、ワークショップ2022を9月に開催する。 

(7) 研究委員会 

① 2050 年に向けた日本のエネルギー需給 

2050年カーボンニュートラルを目指すにあたっての課題をシンポジウム

の場等で議論するとともに、調査・検討の成果を会誌の特集として発表する。 

② 家庭部門の CO2排出実態統計調査利用研究会（第三フェーズ） 

環境省の実施している家庭部門のCO2排出実態統計の調査票を利用し、研究

会メンバーそれぞれの研究領域から多様な視点で分析し、意見交換や議論を

すすめ、その成果を学会会員、学会外に対し広く発信する。 

(8) 講習会・講座 

最新の研究や技術開発の動向等について、専門家講師による講習会、講座を

年数回、開催する。 

(9) 研究会・見学会 

エネルギー・資源・環境に係わる最新設備の見学や専門家の講演等を通じて、

最新知見を得られる場として、研究会・見学会を年数回、開催する。 

(10) エネルギー施設の災害・安全対策研究会 

学会員の災害対策・安全対策に資することを目的として、原子力発電所等の

エネルギー関連施設の見学会等を行う。 

(11) その他 

① エネルギー検定 

日本エネルギー学会との共同企画により、学会ウェブサイトにエネルギー

検定の案内を掲載する。 

② 共催行事への対応 

本学会の目的に合致する場合、他の団体との共催行事を開催する。 

③ 受託研究の受注 

本学会の目的に合致する場合、受託研究を行う。 

 

３．編集関係事業計画 

(1) 会誌「エネルギー・資源」の刊行 

年6回奇数月の10日に会誌を刊行し、電子版をウェブサイトに掲載する。 

正会員Ａおよび特別会員には、製本された会誌を送付する。 

(2) 査読論文の掲載 

投稿された研究論文・技術論文のうち、査読を経て採択されたものは、要旨

を会誌に、全文をJ-STAGE上の「エネルギー・資源学会論文誌」に公開する。ま

た、会誌への英文投稿も受け付ける。 

 

４．総務関係事業計画 

研究発表会の開催に合わせて、第11回学会賞・学会貢献賞、第10回茅賞・学

生発表賞、第18回論文賞の表彰式を開催する。 

５．主な会議予定 
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(1) 社員総会 

令和4年度（第43期）定時社員総会を令和4年6月16日に大阪で開催する。 

(2) 理事会 

定例理事会を3回、臨時理事会を１回、開催する。あわせて学会賞・学会貢献

賞選考委員会を年2回程度、開催する。 

(3) 企画実行委員会 

行事の企画、実行計画の策定・承認等を目的として、企画実行委員会を年5回、

開催する。あわせて茅賞・学生発表賞選考委員会を年2回程度、開催する。 

(4) 編集実行委員会 

会誌の企画等の審議を目的として編集実行委員会を年6回、開催する。あわせ

て査読委員会を年6回、論文賞選考委員会を年3回程度、開催する。 

(5) 総務委員会 

理事会に上程する議案の整理等を目的として総務委員会を年3回、開催する。 

 

６．その他の実施施策等 

(1) 会議・行事等でのＩＴの活用 

会議、行事の目的に応じて、リアル開催とオンライン開催を使い分け、リア

ル開催の場合でもハイブリッド開催やWeb配信を行い、参加者の利便性の向上を

はかる。 

(2) ウェブサイトの継続的な改良 

会員への情報提供の強化、利用者の利便性向上等を目的にウェブサイトの改

良を継続する。 

(3) 会員・事務局職員の高齢化対応 

会員・職員の高齢化対応策として以下の検討を進める。 

・現行会員制度の評価・見直し 

・行事の再整理 

・次世代会員層の拡大策 

・ＩＴ技術を活用した事務局業務の効率化 

(4) 新型コロナウィルス対策の継続 

引き続き必要な感染予防対策を実施する。また、感染状況によっては行事や会

議の開催形態を変更したり、規模を縮小、または中止することもある。 

 

以上 
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（単位：円）
科目 予算額 前年度予算額 増減

Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

(1) 経常収益
受取会費 26,188,000 26,945,000 △ 757,000

正会員A受取会費 3,220,000 2,300,000 920,000
正会員B受取会費 5,985,000 7,125,000 △ 1,140,000
学生会員受取会費 463,500 360,000 103,500
特別会員受取会費 16,510,000 17,160,000 △ 650,000
学生発表賞表彰準備金振替額 9,500 0 9,500

事業収益 20,082,000 19,330,000 752,000
9,600,000 9,590,000 10,000
1,720,000 1,900,000 △ 180,000
2,800,000 1,900,000 900,000
5,500,000 5,500,000 0

行事収入
広告収入
論文掲載等収入
研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「CN化」会費収益
出版事業収益 462,000 440,000 22,000

受取寄付金 40,000 100,000 △ 60,000
学生発表賞表彰準備金振替額 40,000 100,000 △ 60,000

雑収益 101,000 101,000 0
受取利息 1,000 1,000 0
雑収益 100,000 100,000 0

経常収益計 46,411,000 46,476,000 △ 65,000
(2) 経常費用

事業費 26,833,000 27,734,940 △ 901,940
給料手当 10,601,000 13,287,400 △ 2,686,400
臨時雇賃金 440,000 440,000 0
福利厚生費 1,643,000 1,874,000 △ 231,000
会議費 2,720,000 2,528,000 192,000
旅費交通費 2,350,000 1,834,000 516,000
通信運搬費 845,000 649,000 196,000
消耗品費 96,000 0 96,000
印刷製本費 6,068,000 5,815,240 252,760
諸謝金 878,500 961,000 △ 82,500
租税公課 798,500 170,300 628,200
委託費 266,000 176,000 90,000
雑費 127,000 0 127,000

管理費 19,908,000 20,049,787 △ 141,787
給料手当 9,129,000 9,425,600 △ 296,600
退職給付費用 850,000 800,000 50,000
福利厚生費 1,578,000 1,466,000 112,000
会議費 200,000 300,000 △ 100,000
旅費交通費 770,000 710,000 60,000
通信運搬費 515,000 700,000 △ 185,000
減価償却費 2,000 2,187 △ 187
消耗品費 120,000 100,000 20,000
印刷製本費 140,000 100,000 40,000
光熱水料費 250,000 270,000 △ 20,000
賃借料 3,970,000 3,900,000 70,000
保険料 20,000 0 20,000
諸謝金 880,000 696,000 184,000
租税公課 30,000 800,000 △ 770,000
諸会費 240,000 240,000 0
未収回収不能額 220,000 0 220,000
委託費 610,000 240,000 370,000
雑費 384,000 300,000 84,000

経常費用計 46,741,000 47,784,727 △ 1,043,727
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 330,000 △ 1,308,727 978,727

令和４年度　収支予算書
 令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

一般社団法人　エネルギー・資源学会

（別紙７）
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評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 △ 330,000 △ 1,308,727 978,727

２．経常外増減の部
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 330,000 △ 1,308,727 978,727
一般正味財産期首残高 10,355,148 11,663,875 △ 1,308,727
一般正味財産期末残高 10,025,148 10,355,148 △ 330,000

Ⅱ  指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額 △ 40,000 △ 100,000 60,000

寄付金 △ 40,000 △ 100,000 60,000
当期指定正味財産増減額 △ 40,000 △ 100,000 60,000
指定正味財産期首残高 2,486,968 2,586,968 △ 100,000
指定正味財産期末残高 2,446,968 2,486,968 △ 40,000

Ⅲ  正味財産期末残高 12,472,116 12,842,116 △ 370,000
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一般社団法人　エネルギー・資源学会

（単位：円）

Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部

(1) 経常収益
受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 26,188,000 26,188,000

正会員A受取会費 0 3,220,000 3,220,000
正会員B受取会費 0 5,985,000 5,985,000
学生会員受取会費 0 463,500 463,500
特別会員受取会費 0 16,510,000 16,510,000
学生発表賞表彰準備金振替額 0 9,500 9,500

事業収益 5,500,000 2,650,000 3,650,000 2,520,000 4,520,000 780,000 19,620,000 462,000 0 20,082,000
2,650,000 3,650,000 2,520,000 780,000 9,600,000 9,600,000

1,720,000 1,720,000 1,720,000
2,800,000 2,800,000 2,800,000

5,500,000 5,500,000 5,500,000

行事収入
広告収入
論文掲載等収入
研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「ＣＮ化」会費収益
出版事業収益 0 462,000 462,000

受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 40,000 40,000
学生発表賞表彰準備金振替額 0 40,000 40,000

雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 101,000 101,000
受取利息 0 1,000 1,000
雑収益 0 100,000 100,000

経常収益計 5,500,000 2,650,000 3,650,000 2,520,000 4,520,000 780,000 19,620,000 462,000 26,329,000 46,411,000
(2) 経常費用

事業費 4,300,000 1,240,000 1,242,500 746,000 11,256,000 7,563,500 26,348,000 485,000 0 26,833,000
給料手当 1,500,000 0 0 0 4,428,000 4,673,000 10,601,000 0 10,601,000
臨時雇賃金 0 220,000 220,000 0 0 0 440,000 0 440,000
福利厚生費 0 0 0 0 0 1,643,000 1,643,000 0 1,643,000
会議費 1,090,000 650,000 650,000 280,000 0 50,000 2,720,000 0 2,720,000
旅費交通費 1,150,000 100,000 100,000 200,000 0 800,000 2,350,000 0 2,350,000
通信運搬費 10,000 80,000 80,000 10,000 480,000 185,000 845,000 0 845,000
消耗品費 0 10,000 10,000 0 66,000 10,000 96,000 0 96,000
印刷製本費 0 120,000 120,000 0 5,700,000 0 5,940,000 128,000 6,068,000
諸謝金 50,000 30,000 30,000 120,000 540,000 108,500 878,500 0 878,500
租税公課 500,000 20,000 22,500 126,000 0 39,000 707,500 91,000 798,500
委託費 0 0 0 0 0 0 0 266,000 266,000
雑費 0 10,000 10,000 10,000 42,000 55,000 127,000 0 127,000

管理費 0 0 0 0 0 0 0 0 19,908,000 19,908,000
給料手当 0 9,129,000 9,129,000
退職給付費用 0 850,000 850,000
福利厚生費 0 1,578,000 1,578,000
会議費 0 200,000 200,000
旅費交通費 0 770,000 770,000
通信運搬費 0 515,000 515,000
減価償却費 0 2,000 2,000
消耗品費 0 120,000 120,000
印刷製本費 0 140,000 140,000
光熱水料費 0 250,000 250,000
賃借料 0 3,970,000 3,970,000
保険料 0 20,000 20,000
諸謝金 0 880,000 880,000
租税公課 0 30,000 30,000
諸会費 0 240,000 240,000
未収回収不能額 0 220,000 220,000
委託費 0 610,000 610,000
雑費 0 384,000 384,000

経常費用計 4,300,000 1,240,000 1,242,500 746,000 11,256,000 7,563,500 26,348,000 485,000 19,908,000 46,741,000
評価損益等調整前当期経常増減額 1,200,000 1,410,000 2,407,500 1,774,000 △ 6,736,000 △ 6,783,500 △ 6,728,000 △ 23,000 6,421,000 △ 330,000
評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常増減額 1,200,000 1,410,000 2,407,500 1,774,000 △ 6,736,000 △ 6,783,500 △ 6,728,000 △ 23,000 6,421,000 △ 330,000

懇話会
機関誌刊行

・査読
一般行事
・事務局

合計

令和４年度　収支予算内訳書
令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

科目
一般事業会計

出版事業会計 法人会計 合計研究ＰＪ
「ＣＮ化」

研究発表会 ｺﾝﾌｧﾚﾝｽ
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